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■受験のきっかけ 
農業機械や肥料、農薬資材を扱う専門紙の記者として取材活動を行っていますが、文
系出身であるため、学生時代に学んだ「窒素・リン酸・カリ」といった基礎的な用語
程度の理解にとどまっていました。 
取材を重ねる中で、作物生産にはさまざまな栄養素や土壌条件が複雑に関わっている
ことを知り、表層的な理解にとどまらず、体系的に学びたいと考えるようになりまし
た。そこで、土壌について基礎から整理して学ぶため、受験を決意しました。 
 
■土壌医の知識をどのように活用していきたいか 
近年、気候変動の影響を背景に、農業資材の分野ではバイオスティミュラントと呼ば
れる新たな資材が注目されており、取材現場でも話題に上る機会が増えています。 
また、当然ながら栽培方法や土壌条件は地域ごとに異なり、その形態は非常に多様で
す。 
新聞記者として、誤った表現や認識に基づいた情報発信を行うことのないよう、土壌
に関する正確な知識を身につけ、取材や記事執筆に生かしていきたいと考えていま
す。 
 
■受験対策および今後の目標 
仕事や育児の合間を縫い、「1 日 10 分」を目標に学習時間を確保しました。 
実際に勉強を始めてみると、これまで取材で得てきた知識の「点」と「点」が次第に
つながっていく感覚があり、気がつけばあっという間に時間が過ぎていることも少な
くありませんでした。 
今回の受験を通じて、ようやく土壌や土づくりの入口に立つことができたと感じてい
ます。「あの先生がシンポジウムで話していた内容は、こういう意味だったのか」と、
これまで断片的だった話が少しずつ理解できるようになってきました。 
一方で、知識として理解するだけでなく、実践を通じることで、より深く身につくの
ではないかとも感じています。 
今後は理解をさらに深めるためにも、次は土壌医 2 級の取得を目指し、継続して学び
を重ねていきたいと考えています。 
 


